
菩
鞍
部
藩
医
い
∵
万
の
訓
読

i
i
－
－
灘
字
の
剖
浩
を
中
心
と
し
て
ー
ー
l

目

　

深

「
　
肩
じ
伊
に

二
、
訓
法
の
検
討

二
　
こ
．
・
・
∴

一

、

は

し

の

に

書
陰
部
赦
庭
山
方
三
＋
車
慮
、
宮
内
庁
書
汝
部
に
血
号
福
一

二
千
1
二
と
し
て
諒
さ
れ
て
い
ゐ
も
の
で
あ
る
。
二
の
賓
料

肩
、
、
チ
声
時
代
に
、
小
島
萌
哀
ら
に
寸
．
「
て
臨
環
七
＼
机
仁
と

の
で
あ
る
が
、
患
八
の
巻
頭
に
、

天
養
二
年
（
二
聖
上
）
　
二
月
以
宇
治
入
道
太
相
国
本
多

語
」畢

粒
寓
篭
原
呈
　
出
頼
助
葦
原
、
答
」

多
紺
出
校
之
闇
新
見
及
之
不
翠
適
萬
年
原
師
長
」
瞥
博

士
丹
波
知
慮
重
蛾
等
粗
其
合
鷲
教
卒
早
」
女
厳
蹄
如
乏

勘
物
師
長
以
墨
書
之
命
朱
会
鮎
L

松
本
　
光
　
隆

宇
お
手
－
．

初
下
馬
箪
蔓
草
芸
壇
等
」

垂
慧
票
轟
巨
星
知
等
勒
貫
震
可
」

御
車
不
肢
循
環
令
番
　
C
下
柵
〕
　
諮
之
」

と
、
い
う
恕
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。
専
攻
板
際
言
二
刀
で
図
、
二

の
∵
識
鶉
招
　
巻
ハ
の
賓
　
敏
光
昔
に
あ
っ
　
た
い
土
L
 
l
わ
な
が
、

二
の
識
語
l
こ
よ
っ
て
、
書
障
部
藩
医
心
音
早
　
そ
の
底
本
が

天
養
二
年
二
月
r
l
L
移
点
さ
れ
に
も
の
で
あ
る
二
ヒ
が
泡
、
つ
れ

る
。
こ
の
激
語
に
よ
り
、
書
換
部
森
本
の
加
点
五
二
現
泉
∴
L
敬

っ
た
訓
点
の
裏
革
を
知
る
こ
こ
が
で
き
る
。
書
硬
部
数
奉
に

初
加
点
と
し
て
窮
一
次
に
加
点
†
＼
爪
に
訓
点
慮
、
行
富
商
臣

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
行
盛
軸
臣
ヒ
周
、
文
章
博
士
篠

原
行
盛
で
あ
ろ
う
こ
推
定
さ
出
る
。
尊
卑
分
脈
に
よ
る
と
、

行
奴
の
子
、
叡
寮
の
孫
に
あ
た
り
、
事
象
由
、
車
の
伯
父
に

あ
に
る
レ
L
い
う
味
原
内
磨
耗
の
日
野
薮
の
人
物
で
あ
る
。
書

綾
部
蔵
本
に
賓
加
点
と
し
て
舞
二
次
に
拙
点
さ
れ
た
訓
点
は
、

五
五



昏
墓
画
臣
に
よ
る
し
の
で
あ
る
ゥ
′
嘗
基
軸
臣
ヒ
眉
、
旦
窄
音

基
の
こ
と
で
、
典
稟
頭
、
璽
業
態
便
と
な
っ
た
丹
波
象
の
入

時
で
あ
息
ク
　
こ
の
資
料
は
、
慢
放
朝
の
医
直
方
の
雨
竜
を
伝

え
る
上
で
重
要
な
賓
料
と
言
え
る
。

各
巻
を
検
討
す
る
に
、
巻
的
「
∴
巷
二
十
二
，
巻
二
十
五
9

巷
二
十
八
ノ
・
巷
ニ
＋
九
を
の
ぞ
い
て
雪
戎
廿
二
十
五
居
の

体
軍
か
ほ
ぼ
「
致
す
る
。
朱
の
ヲ
コ
ト
点
ヒ
、
墨
豊
の
仮
名
、

草
筆
の
仮
鼠
が
見
ら
れ
、
各
巻
、
ヲ
「
「
「
島
子
こ
土
に
麗
筆
の

仮
名
と
に
対
し
て
合
点
が
付
下
血
て
い
る
。
こ
の
三
1
五
番

ぼ
、
仮
名
の
、
写
体
を
応
じ
の
と
し
て
、
か
な
り
喪
失
に
臨
模

ざ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

息
四
∴
巻
ニ
＋
－
「
巷
二
十
五
∴
巻
－
ニ
ー
九
に
は
、
巣
の

ヲ
コ
ト
点
が
鼠
ら
れ
ず
、
本
文
に
付
さ
れ
た
仮
名
点
を
非
常

に
少
な
い
。
又
、
仮
名
点
等
に
付
き
爪
に
会
点
れ
監
爺
に
ウ

な
い
。
巻
二
十
二
に
つ
い
て
は
、
魔
窟
が
な
く
、
そ
の
体
裁

L
他
者
と
冥
な
っ
て
い
る
。
成
普
堂
文
庫
に
、
重
要
丈
化
餌

に
指
定
さ
れ
て
い
る
平
常
時
代
亨
の
医
聖
万
巻
二
十
こ
が
一

謹
－

巻
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
る
に
、
束
の
ヲ
コ
ト
点
、
朱
・
墨
の

仮
名
、
各
点
等
の
体
裁
が
、
書
換
部
薗
本
の
魁
の
二
十
五
巻

と
通
じ
て
い
る
。
叉
、
成
算
堂
車
庫
本
中
に

。
今
槍
已
下
宇
治
平
作
施
鷲
卒
等
作
今
粟
津
也
（
班
行
頭
）

。
卓
論
卒
無
比
方
留
年
等
有
之
（
叫
・
謝
行
間
し

五
六

敬
と
の
連
記
を
散
鼠
で
さ
る
。
こ
の
注
忠
は
、
真
義
二
年
の

移
点
の
際
に
五
十
＼
机
上
藍
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
、
戌
等

堂
車
庫
本
別
、
天
養
二
年
の
移
点
本
で
あ
ろ
う
と
者
え
ら
れ

る
。
書
後
部
沓
本
巻
二
十
二
融
．
こ
れ
と
虹
薮
し
て
も
・
そ

の
哉
子
を
賓
に
し
て
い
る
．
．

巻
二
十
八
は
、
朱
の
ヲ
コ
ト
点
頃
、
見
ら
れ
る
も
の
の
、
璽

筆
の
夜
名
が
柄
ソ
甘
く
、
華
筆
の
仮
名
が
な
い
。
又
、
合
点
も

軍
ら
直
な
日
、
な
と
、
他
草
ヒ
そ
の
体
裁
を
昇
に
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
恵
療
葡
厳
酷
諾
ェ
ダ
の
巻
的
∴
巻
ニ
＋
テ

巻
二
十
五
二
空
一
千
ハ
。
巻
二
十
．
孔
璧
そ
の
他
の
二
十
五

巻
と
璧
∵
成
立
革
情
を
異
に
し
た
も
の
で
の
ろ
う
と
考
え
ら

れ
る
。

小
塙
は
、
そ
の
考
寮
対
象
を
、
右
の
一
上
巻
を
の
ぞ
い
に
、

・
澱
リ
二
十
五
草
に
隈
直
し
て
、
そ
こ
ド
監
ら
れ
る
助
字
の
剖

遠
を
中
止
に
し
て
、
院
攻
期
の
医
心
音
の
訓
義
を
孝
粟
す
る
ハ
∪

書
硬
部
薗
監
空
芸
平
山
と
し
て
、
仁
雪
盲
医
心
鶉
を
壊

用
し
つ
つ
、
医
心
、
万
の
諏
遠
左
手
が
か
リ
と
し
て
・
医
叡
・

サ
波
奴
の
訓
法
を
史
的
ド
鍵
宣
づ
け
る
こ
と
互
小
塙
の
目
的

と
し
に
。
以
下
、
各
々
の
字
l
こ
つ
い
て
考
寮
を
す
す
の
る
こ

と
と
オ
フ
為
。



二
、
か
法
の
硬
討

l
、
則

こ
の
「
則
L
l
這
、
．
漢
籍
l
こ
肯
い
て
は
、
不
汝
と
さ
れ
る
の

が
苦
境
で
、
多
く
「
卜
キ
ン
バ
［
則
u
L
と
剖
去
れ
る
雪
で

あ
聖
書
学
部
鹿
本
で
は
、

0
舶
甥
私
．
m
叫
山
．
易
嵐
。
其
風
振
舞
鞠
叶
名
］
訂
慧
・

毎
海
風
l
n
也
山
。
（
脊
三
。
魂
）

0
若
－
邦
蹟
吼
熱
重
吉
［
之
山
．
「
矧
］
和
、

∫
撃
て
斡
卒

、
聖
書
毎
（
蓬
ふ
）

0
嘩
ハ
至
m
如
〕
・
爵
聖
母
∵
英
二
（
巻
八
・
線
）

敬
と
亘
は
じ
め
と
し
て
、
「
ト
キ
ハ
［
則
］
」
の
例
を
拾
う

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
重
複
に
「
ト
キ
ハ
L
を
と
も

な
う
も
の
の
他
l
二
、

〇
碍
7
昌
当
期
l
：
亀
有
．
伏
恵
単
革
靴
郎
昌
〕
。
〔
巻

こ
・
醐
）

0
野
輿
酬
J
鱒
了
軌
範
［
酬
］
範
［
凪
二
（
登

三
ふ
讐

。
軍
票
食
悪
止
。
恥
警
。

l
聖
賢
三
笠
・
率

の
J
二
ノ
ト
、
「
ぼ
」
・
「
て
」
・
「
良
し
番
の
助
詞
を
、
直

前
l
こ
と
l
も
な
い
∵
不
義
と
さ
れ
言
と
認
わ
机
ゐ
も
あ
示
一
男
る
ゥ

ヒ
永
＋
7
番
本
F
も
、

。
凡
あ
汗
預
［
射
し
・
雪
線
揮
諦
軍
馬
レ
下
。
替

｛

・

8

オ

て

〕

ハ
〕
警
冨
藁
式
ふ
異
人
寧
翫
率
顆
或
［
釦
：
鬼
レ
勉
蟄

魯
つ
　
ぺ
恵
一
‥
汀
、
7
3
）

耳
ど
の
　
「
ト
キ
ハ
　
［
別
］
　
」
　
の
例
を
眉
じ
の
と
し
て
、

三
石
皐
風
準
匝
爆
［
則
坤
〕
　
∑
古
語
簑
巌
「
苧
］
！
哀

五
′
　
性
、
ワ
4
）

の
よ
う
に
、
他
の
里
謡
竿
草
前
に
と
も
軍
つ
も
の
も
あ
ノ
る
。

東
商
∴
」
お
い
て
璧
　
「
刺
し
に
特
訓
が
な
く
、
不
能
と
さ
旺

た
L
ふ
㍗
と
嘉
ニ
ケ
ら
由
る
．
。
「
嘩
」
．
「
噂
し
・
「
整
∵
硬
？

「
暦
推
し
　
＼
磨
循
」
．
「
努
餌
し
硯
ど
、
付
融
の
め
る
も

の
と
は
対
象
的
で
あ
る
。
二
の
「
刺
し
局
、
女
中
に
お
い
て

畢
　
不
竜
と
さ
れ
た
乙
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
書
硬

部
蔵
本
登
＋
九
に
一
例
、
文
頭
に
立
つ
「
則
」
ド
付
剖
し
た

も
の
が
あ
る
。ス

ル
と
今
苺

○
　
ミ
　
（
夜
）

不
喝
）

・郡“．

囁
葦
会
こ
。
（
巷
十
九
・
讐

〔
則
：
観
象
壷
蟹
彗
離
針

「
羞
嘲
軍
書
畢
翌
蔵
本
の
墨
仮
名
の
部
長
（
藤
原
行
盤
点
）

が
、
「
則
」
　
の
直
前
で
．
女
を
切
ら
ず
、
、
一
の
尊
に
対
し
て
、

名
詞
剖
「
ノ
ー
ー
」
妄
二
割
て
て
、
塵
剖
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

央
仮
名
の
訓
点
（
骨
浪
隻
基
点
）
　
が
、
．
輿
、
訓
有
言
∵
し
た
も
の

で
1
．
〕
則
」
の
尊
前
で
女
を
切
り
l
　
「
則
」
を
支
頭
に
立
て

て
、
「
ス
ナ
ハ
チ
L
　
の
軸
を
付
し
た
藍
の
ご
ろ
る
。
二
の
訓

五
七



法
攣
．
革
窄
象
の
割
譲
を
伝
、
ア
二
に
㌢
し
の
で
あ
る
。

2

、

而

立
頭
に
．
立
つ
「
而
」
肩
、
漢
悠
l
こ
お
目
て
、
「
〓
ノ
カ
ウ
シ

テ
」
の
訓
吾
の
て
ら
れ
る
の
が
特
徴
ヒ
さ
れ
軍
書
鞍
、
部
藤

監
心
寺
こ
∵
甲

。
完
璃
足
二
則
「
睾
妄
「
至
り
而
腸
姦
∵

t

翫
撃
違
ハ
喜
餐
j
竺
芸
壷
票
抱
負
［
主
星

と

［
包
］
。
（
巻
上
八
二
讐

義
虫
∵
二
夕
人
・
凰
萄
二
隼
止
虫
・
融
裏
牢
ヨ
整
芸

通
壕
引
オ
軋
群
ん
鞄
撃
　
（
巻
＋
四
一
讐

て

D
丸
轟
音
干
、
ご
日
娠
R
轟
・
和
好
二
4
㌔
と
。
而
臥
∵
璧

T

て

に

芸
ど
れ
碍
撃
潰
し
周
乳
［
則
：
山
間
和
知
9
　
（
巷

二
十
六
二
豊

の
ヰ
つ
に
、
文
頭
に
あ
っ
て
「
＝
ノ
カ
ウ
シ
テ
レ
と
訓
じ
た
例

－
ナ
ノ

を
軋
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
の
「
而
L
 
l
苧
　
順
接
に
用
い
ら

れ
仁
も
の
で
あ
る
。
順
逆
画
壇
に
用
い
ら
れ
工
㌻
彰
の
言
∵
二
三

カ
モ
L
と
訓
じ
ら
れ
ド
例
が
あ
る
。

。
軌
範
距
鑑
単
数
簑
－
訝
璃
羞
報
夢
「
聖
才
筆

－
ご

［
則
］
＝
野
鳥
　
（
巻
十
五
・
望

。
不
翁
廟
薮
与
事
有
l
霊
∴
廊
刺
鳥
取
療
誓
　
（
巷

十
六
・
購
）

五
ハ

∴
㍉
∵
㍉
∵
∵

壕
。
而
e
不
賢
［
聖
賢
萄
三
者
十
九
▼

▼
し

出
）

二
の
し
き
っ
に
、
順
蹟
l

。
肩
「
＝
ノ
カ
、
ワ
ー
ン
テ
」
、
喚
遭
両
相
に

は
「
シ
刀
モ
」
の
二
．
棟
の
訓
じ
、
万
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
と
、
鐘
楼
の
場
合
に
「
ニ
／
力
l

レ
ヲ
し
こ
訓
じ
た
も
の
が

あ
る
。

〇
く
l
飲
完
隼
誓
－
警
聖
宗
置
高
書
出
身

讐
聖
子
準
急
璽
（
巻
九
・
空

。
趣
云
・
監
哀
歓
二
馬
当
為
覿
妙
義
r
望
。
晦
喪
席
・

解
肇
宕
斉
出
－
［
警
9
畢
私
欲
こ
至
芸
㌍
鳥
戦
車
彗

到
整
骨
d
墜
彗
て
汗
鞍
下
レ
止
。
へ
魯
十
二
「
瑠
誓

．
1
が
q
1

。
忽
鞋
・
素
質
論
滅
［
之
「
声
二
間
非
直
亀
鮭
塾
（
巻

十
胞
∴
讐

材
ど
で
、
こ
れ
ら
は
∴
逆
接
に
。
伺
い
ら
咋
て
い
る
。
仁
触
寺
蔵

本
に
も
、

ヱ
呵
璃
ニ
ー
整
畢
蝿
。
（
巻
九
．
や
ワ
ヨ
）

の
如
く
、
「
－
ン
カ
、
ワ
シ
テ
」
と
訓
し
て
順
接
に
二
軍
日
に
も
の

と
、

。
ニ
堅
㍉
鵜
年
撮
言
努
＝
冒
去
茹
鎚
∴
望
慧
㌫
l
身

偲
坊
も
・
謂
l
t
ナ
憲
・
鈍
。
（
登
九
・
2

3
才
っ
）
（
肝
喝
無
ヨ
）

の
朝
く
、
「
－
ン
カ
心
ヲ
」
と
訓
じ
て
ゼ
接
に
用
l

、
た
例
を
乳

出
す
こ
と
が
で
き
る
。



書
鞍
部
蔵
元
∴
∵
圏
、
．
車
中
の
「
而
L
ド
滋
、

0
文
云
革
製
富
農
」
聖
上
を
唾
亀
革
蚤
憲
も
ト
沃
融
寧
l
　
鶴

〓

．
艶
撃
方
　
（
巷
十
「
二
警

0
血
＝
－
県
毎
隼
事
配
車
を
輿
雷
〔
於
］
′
皿
象

昏
翠
宣
葦
．
（
拳
土
十
三
品
）

㌢
A
貧
レ

の
布
く
、
「
＝
／
カ
モ
」
と
訓
じ
た
例
が
あ
る
。
二
の
女
中
の

「
－
ン
カ
モ
」
成
、
∵
そ
の
直
前
に
「
言
下
モ
し
左
こ
邑
敬
日
華
接

に
同
い
一
ド
リ
、
環
同
、
噸
藤
に
同
日
一
に
リ
し
て
い
る
。

以
上
の
き
っ
に
、
「
而
」
噴
、
文
頭
に
あ
っ
て
も
、
頑
々

の
訓
を
付
さ
れ
て
い
る
。

3
・
令
．
使

使
役
の
「
令
」
は
、
凄
幾
l
こ
お
い
て
、
多
く
再
読
表
、
記
さ

笠
、
「
響
こ
さ
れ
る
溝
で
あ
璽
書
雷
雲
忘
・

。
水
域
丸
大
豆
葺
畏
項
昏
　
崇
蒜
㌢
五
畏
吼
晩
夢
篤

（
巻
五
・
癌
）

。
更
腹
喝
東
和
て
箸
藍
響
｛
巻
九
・
讐

。
悪
書
・
諷
電
心
密
事
百
草
最
頚
木

空
知
相
愛
珂
　
（
巷
二
十
六
ふ
）

－
フ

の
ヰ
っ
に
昂
寵
表
記
さ
れ
る
も
の
も
多
く
粗
ら
れ
る
が
、

○
食
草
〓
均
　
質
蒜
笥
腎
大
隼
　
（
巻
こ
・
祈
）

。
昔
二
女
勢
雪
靡
王
事
克
則
王
顎
而
竪
琴
（
巻

十
九
．
▼
旧
）

Q
担
魂
罷
転
生
剣
壇
蝶
以
堅
詞
転
室
（
雪
十
三
・

嘲
）

の
き
つ
に
∵
再
意
表
紀
と
せ
ず
、
「
華
．
．
・
三
ン
ム
」
と
表
施

し
た
側
が
見
え
る
。
こ
の
表
記
は
、
怨
の
漢
籍
に
藍
見
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、

。
轡
轟
』
評
㌦
御
喝
孟
紆
恩
萄
［
讐
‥
巻

二
十
・
粛
〕

〇
聖
碧
空
不
璽
簑
）
（
巻
二
十
「
壷

－

。
患
訂
象
膏
地
上
酷
寒
荒
が
＝
堀
野
空
至
享
聖

の
よ
う
に
、
「
畢
：
：
・
ヲ
シ
テ
L
の
如
く
表
曹
」
爪
に
メ
し
の

邑
あ
る
。
こ
の
表
患
周
、
仏
者
に
渇
く
用
い
ら
れ
る
メ
レ
の
で
、

そ
の
例
を
暮
夜
部
蔵
本
年
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
▽
「

。
「
や
し
に
立
春
付
潮
を
せ
ず
「
命
…
ニ
ラ
シ
テ
・
・
l
l
シ
ム
」
と
泉

籠
さ
出
に
も
の
が
あ
る
。

〇
畢＋

0

　

フ

＼七

範
篇
・
困
或
徴
兵
報
欝
や
亀
和
琴
牒
妄
ニ

、
二

へ
激
）

H
、

刹
鞄
肇
祝
彗
1
札
葺
■
欝
つ
り
巻
二
十

三

　

　

　

　

二

こ

の

寸

う

尽

l
l
二
ン
ム
　
」
　
と

「
令
…
．
ヲ
l
芸
二
三
し
こ
U
っ
華
苧
空
「
僻

「
畢
…
：
ヲ
シ
テ
」
の
雨
表
、
記
の
墓
三
下
に
生

じ
に
新
し
い
泉
宙
で
あ
ク
ワ
ゥ



仁
和
青
線
冬
誉
甲

。
餌
喝
勿
令
要
言
．
史
壷
塘
∵
喪
孝
二
甲
賢
料
不

三

具
［
、
羊
人
・
及
二
鶉
至
八
草
埠
凄
呈
「
整

（
暴
一
二
J
。
す
7
〕

司
式
う
耳
鼻
菰
衷
畠
や
例
と
と
も
に
、

蒜
蟄
首
朱
読
替
愈
・
準
富
べ
・
草
魚
・
単
湛
致
飽
き
拳

㍉
「間
取
血
祭
畢
［
由
］
9
　
（
挙
止
・
鉛
オ
3
）

芸
憲
・
嵐
宇
憲
鉄
労
埋
ラ
琶
柄
ム
現
数
烈
日
泉
鞠

油
土
お
魚
撃
敢
噂
轟
聾
　
（
峯
子
・
カ
ケ
了
）

の
如
く
、
「
令
…
‥
ヲ
一
ど
ア
」
　
「
令
－
‥
－
・
・
ラ
ム
」
と
再
読
表

記
し
な
い
L
の
が
存
在
す
る
。
い
う
爪
の
例
も
・
医
や
す
の

訓
読
に
、
舟
戒
家
禄
円
い
て
い
に
†
？
つ
で
参
る
。

六
〇

〇
鼻
先
音
別
転
常
軌
l
改
野
叛
瑚
（
登
＋
三
二
山
誓

昌
が
置
鍔
聖
劉
弊
繁
強
電
に
㌢
嶺
等
完
十

九
・
諏
）

の
こ
d
う
に
、
「
べ
＝
／
」
を
読
添
え
、
訓
の
⊥
璃
う
に
衷
l
記
し
た
も

の
が
あ
る
。
、
在
知
育
鹿
本
に
蘭
、

1

．

1

．

．

コ

ー

遥
璽
（
雲
・
票
ら
）
　
l
て
舗
汗
Ⅰ

。
二
飲
㌫
穐
魯
鈍
〔
於
「
申
立
庖
高
車
。
（
巻
九
▼
云

オ

2

）

窟
と
の
皇
妃
表
記
は
見
ら
れ
る
が
、
「
へ
シ
L
を
華
甲
え
潮

の
式
う
に
長
、
試
し
に
例
が
鼠
あ
た
ら
な
い
。

「
惜
し
は
∴
藩
瞭
由
蔵
本
に
言
聖
　
「
．
桁
」
の
再
鼓
表
記
が

，
、

牛
、
営
「
ル
畢
↑
甘
・
頒

こ
れ
ら
の
尊
眉
、
午
餐
初
潮
に
お
い
て
周
単
読
ド
∵
ノ
た
ま

蓮
古

の
が
、
乎
貴
中
朝
以
後
再
誌
と
さ
れ
た
．
も
の
で
あ
る
。
・
1
官
」

圭
に
見
ら
れ
る
。

。
肇
笥
酎
聖
謹
　
完
芸
∵
櫓
）

官
1

最
謹
結
。
．
腋
頼
経

へ
番
ニ
1
十
l
・
鮎
）
・

ハ
・
嘲
）

T
、
卜
一
丁
a
ト
　
を

和
事
利
〓
誓
二

に
つ
い
て
、
藩
校
甲
寧
不
に
や

0
。
鰻
銅
鐸
轟

三
唱

覿
密

‘
．
．
」
．
．
コ

韻
。
菓
甘
。
蕃
五
・
空

軌
範
針
山
俵
海
溝

城
劉
動
画
字
之
〕
。
（
巻
？
暗
）

の
指
摘
鐸
鵠
㌶
㍑
㌢
あ
る
が

な
ど
の
再
罷
表
法
例
の
勉
に
、

。
野
馳
誌
脂
咤

l
慧
鶴
舞
軋
聖
人
墨
云
「
ふ
聖

の
朝
く
、
「
撃
・
…
ム
．
ト
ス
」
と
表
号
）
瑳
l
た
も
の
が
要
る
。

こ
の
他
に
、
副
淘
訓
「
マ
サ
こ
し
の
み
に
剖
じ
ら
れ
た
し
」
狙

わ
れ
る
側
が
あ
る
。

。
皇
凱
讐
餌
観
衆
告
ぎ
・
鞄
戯
露
聖
モ
疇
璧
引
、
。
毎
噸



催
・
熱
・
多
9
錘
瑚
鞠
毛
糸
も
馳
・
†
筆
録
レ
櫻
・
億
∵
．

行
ニ
京
］
酷
。
（
巷
十
九
・
7
4
誓

0
撃
て
瑚
勘
与
へ
巻
十
九
．
聖

二
爪
∵
よ
う
杖
側
聞
、
わ
ず
か
に
裟
ら
れ
る
だ
．
け
で
、
多
く
l

司

再
読
黄
記
と
こ
れ
て
い
る
。
在
／
和
寺
蔵
本
に
お
い
て
も
、
そ

の
多
く
尽
鼻
歳
と
さ
れ
た
も
め
で
あ
る
と
老
え
ら
れ
る
が
、

中
に
．

〇
鰯
軋
亀
蝿
粍
甥
卜
㌔
軋
ぎ
軋
聖
（
巻
五
∵
亘
オ
1
）

へ
岩
曙
骸
当
V

の
旬
く
、
「
ム
ト
ス
」
互
轟
希
え
割
と
し
て
表
起
し
た
も
の

£
見
ら
れ
る
。

「
宜
L
l

J
、
圭
と
し
て
阜
品
秦
缶
さ
れ
て

。
則
・
裔
；
こ
。
（
草
六
二
空

の
よ
う
に
剖
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

0
鮎
・
再
訂
壷
警
部
。
監
奉
幣
二
禦
讐
血
㌃
哀
「
釘

限
レ
・
嘉
男
狭
（
巻
十
九
・
誓

0
皇
軍
要
義
寧
一
撃
鮎
鉱
蟄
誓
約
撃
で
童
整
沓

蚤
軌
へ
「
哀
二
十
・
讐

の
よ
う
に
、
再
籠
表
龍
ヒ
さ
れ
ず
、
「
べ
シ
」
を
剖
希
え
軸

ヒ
し
て
蓑
虫
さ
れ
る
も
の
も
見
ら
折
る
。

「
掴
L
l

こ
つ
い
て
園
、
そ
の
再
読
割
の
成
立
が
、
他
の
再

読
訓
を
£
フ
「
暫
し
・
「
解
し
な
ど
と
は
事
情
吏
異
に
し
、

時
代
五
時
フ
て
成
立
し
た
と
い
う
二
と
を
、
小
林
背
理
博
士

が
論
じ
て
お
ら
れ
璽
喜
藤
部
薗
本
に
璧
　
「
空
の
畢
患

例
を
見
出
す
ヱ
と
が
で
き
る
。

是
轡
不
レ
空
警
・
三
慧
苛
禾
［
誉
冨
葛

［

由

］

。

（

巻

土

十

七

∴

8

0

）

。
鳥
l
－
範
耳
華
画
裡
瑚
・
警
於
〕
手
讐
l
三
軋
便
・

能
・
致
嵐
一
赤
箪
観
惣
　
（
単
二
．
讐

－

】

　

－

右
の
ま
う
▼
甘
側
ご
の
る
。

5
、
欲

「
欲
」
園
、
書
換
部
蔵
本
に
お
い
て
、
「
ム
ト
ス
」
と
判

じ
ら
爪
に
と
思
わ
れ
る
も
の
が
か
な
り
あ
る
。

0
。
粁
距
離
纏
鍔

・
叫
）

（
巻
五
・
妬
）

な
ど
と
と
も
に
、
漢
籍
に
多
く
同
い
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
、

「
　
マ
ク
ホ
ス
L
・
「
コ
ト
ヲ
ホ
ス
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。

。
声
瑚
肇
埋
無
才
・
篇
十
三
（
巻
九
読
）

0
警
画
眠
恥
叫
（
巻
十
三
ふ
）



芸
姦
卵
勤
疇
睾
　
（
泉
「
T
九
．
1
0
7
）

∴
　
∴
．
．
．
㍉
∵
一
「
∵
　
∵
∴
∴
‥
・
∵
∵
．

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

】

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

珠

会

l

h

藩

）

（
巻
二
十
」
ハ
豪
〕

こ
の
他
、
本
家
に
多
く
問
い
ら
れ
る
と
、
言
わ
れ
る
、
「
ム
ト

オ
モ
フ
」
乙
訓
じ
ら
高
黒
に
も
の
が
あ
る
。

－

十

　

十

∴

二

一

二

．

．

て
。
融
転
予
聖
餐
′
撃
亀
鴛
廟
当
て
和
彗
（
患
十
一

的
）

。
品
咽
事
菅
笠
者
：
甚
塞
一
鞄
餐
筆
輿

之
を
。
（
巻
二
十
三
J
警

な
ど
の
例
と
と
も
に
、
新
し
い
形
で
あ
る
「
ム
ト
ホ
ス
」
の

励
言
レ
あ
る
。

由
。
再
騰
翫
福
耳
（
黙
酢
．
頒
喝

シ
て

困
難
冷
永
宥
・
（
下
略
）
　
（
巻
十
「
讐

が
あ
る
。
多
く
筒
先
に
掲
げ
と
「
マ
グ
　
（
コ
ト
ラ
イ
　
ホ
ス
」
・

「
ム
ト
オ
モ
フ
L
と
剖
じ
ら
出
て
い
る
。

仁
和
青
酸
本
l
。
周
、
先
椙
の
巻
と
　
叫
の
例
「
ム
ト
オ
モ

7
」
を
同
棟
に
剖
じ
る
敬
と
「
ム
ト
オ
モ
7
」
を
共
通
に
見

出
す
他
、
「
ム
ト
ス
」

0
困
難
撃
欲
レ
夢
顛
　
（
巻
九
千
q
⊥
4
七
二

六
一
／

な
と
や○

札
轟
峯
野
蒜
知
画
数
用
水
不
レ
評
吐
。
（
蕃
「
了
す

い

て
）

甘
ど
、
「
コ
ト
ヲ
ホ
ス
」
の
例
を
見
出
し
得
る
。
し
か
し
、

仁
和
寺
意
本
に
、
「
マ
フ
ホ
ス
」
の
確
例
が
な
い
。
仁
和
寺

歳
事
帝
内
経
太
秦
に
聖
二
マ
ク
巾
ス
L
が
あ
ら
れ
る
の
肇

再
演
象
に
眉
、
「
マ
ク
ホ
ス
」
が
澗
い
ら
れ
て
〓
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
医
山
方
の
訓
準
に
．
も
同
じ
ら
れ
て
い
た
r
「
こ
璧

当
然
考
え
得
る
と
ご
ろ
で
あ
る
。

「
欲
」
は
、
以
上
の
き
つ
に
、
年
啄
色
の
剖
遠
、
新
し
い

形
の
割
譲
を
含
め
て
、
四
嬢
に
読
哀
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

b
、
耳
　
両
已

書
換
部
蔵
本
に
こ
お
い
て

g
メ
▼
l
、
　
か

0
烏
レ
之
三
村
雨
曇

へ
番

、
、

0
日
叫
三

。
但
∴

。
若
里

十
三

‡

ム

可

勺

4

封

　

1

1

－

・
・
．
・
y
∴
・
一

朗
覿
叫
轟
聖

正
藍
軌
一
宇
莞
≒
乱
是
勤
君
肛
望

こ
ノ
ミ
へ
朱
）

（
巻
十
六
・
昭
）

へ
巻
十
上
へ
・
雄
）
－

「
耳
」
・
「
而
巳
」
　
将
、

三
・
両
）

の
よ
う
に
、

巾
て
い
る
。

穐
）

「
ラ
ク
／
ミ
」
　
又
l
耳
「
マ

夷
畠
と
し
て
l
苛
、
「
ラ
グ

爪
、
「
ラ
ク
′
（
了
、
ク
）
　
」
が
畢
茄
l
∴
訓

ク
／
ミ
」
と
隼
割
き

（
マ
ク
）
埴
」
と
き

の
耳
う
に
表
記
さ
れ



る
の
が
普
単
で
あ
る
。

。
篭
に
喜
　
　
毛
乙
引
埼
観
義
ン
ム
鞍

0
故
∴
聖
人
皐
㍉
藻
薗
∵
㈲
・
準
や
足二

　

　

　

　

　

　

一

而
白
兵
。
（
巻
二
十
七
・
旧
し

の
効
く
、
文
末
に
あ
っ
て
、
「
パ
カ
リ
／
ミ
」
と
剖
じ
ら
机
、

読
議
え
軸
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
に
例
を
見
出
す
ご
と
が
で
き

る
D
　
し
か
し
、
多
く
∵
「
ラ
ク
（
マ
ク
）
麗
」
と
表
記
さ
れ

寧
底
朝
の
衷
紀
和
に
今
っ
。

点
に
対
し
て
合
点
を
付
し
、
不
泰
と
し
た
も
の
で
萄
る
。
こ

れ
ら
の
例
か
ら
も
、
不
範
の
朝
議
が
あ
っ
仁
と
撮
廣
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、

。
芸
・
雪
巌
嚇
瑚
鮎
熟
轟
彗
軋
引
（
香
子

謝
）

。
又
方
法

且
－
ェ

○

不

‰

∵

婁
＝
掛
賢
者
董
（
誉
÷
讐

へ

ヨ

　

l

こ

瑚
芝
。
（
巻
十
・
讐

7

、

之

女
末
に
お
け
る
「
之
」
、
擦
選
の
劫
雪
し
土
呂
わ
出
る
．
！
レ
の

E
見
る
と
、
暮
夜
部
蔵
本
に
は
、

。
札
三
物
・
令
冬
空
丸
l
璽
敬
［
翌
。
へ
登
三
ふ
）

。
又
方
。
堀
l
畢
白
墨
瑳
急
憲
二
カ
ニ
。
（
を
二
十
六

・

「

、

の
よ
う
に
、
「
之
」
に
郡
点
せ
．
ず
、
不
読
ヒ
し
た
例
が
見
ら

れ
る
。
二
の
用
達
l
ミ
漠
籠
鶉
の
椿
衛
的
剖
恵
と
言
わ
れ
る

も
の
で
l
あ
肇
こ
の
訓
遠
同

量
地
毒
研
軌
彗
埼
彗
為
二
（
単
五
孟
）

の
よ
う
に
、
一
次
点
（
藤
原
行
盛
点
）
が
「
乏
」
　
に
　
「
を
し

の
ヲ
コ
上
糸
を
付
し
て
′
代
名
詞
訓
を
孝
之
て
い
る
の
に
対
し

て
、
ニ
次
点
（
サ
幾
重
婁
点
）
　
は
、
二
の
「
を
L
の
ヲ
コ
ト

の
よ
う
に
、
「
え
」
に
代
名
親
潮
を
与
え
て
瑚
じ
た
の
で
ら

ろ
う
ヒ
聴
足
さ
れ
る
も
の
が
、
か
な
り
の
教
l
こ
の
ぼ
る
．
仁

知
育
藤
本
と
、
そ
れ
l

こ
薗
当
す
る
書
壕
部
鹿
本
と
を
、
こ
の

女
末
の
「
之
」
に
つ
い
て
比
敬
可
る
と
・
暮
夜
軸
経
本
が
1

「
乏
し
に
対
し
て
、
「
芋
」
「
に
し
の
ヲ
コ
ト
点
を
付
し

て
い
る
ヒ
三
ろ
互
、
仁
和
青
蔵
本
で
店
、
郡
点
せ
ず
不
箆
と

し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
か
な
り
あ
る
。
仁
知
育
蔵
本
で
l

J
T

多
く
不
義
と
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
中
に
、

い
心
象
布
レ
己
二
則
：
栂
聯
受
勾
（
魯
九
・
l
オ
よ
こ

。
鞠
滑
勾
（
巻
＋
・
3

3
才
1
）

な
ど
代
名
詞
割
を
与
え
て
訓
し
た
と
問
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

文
末
の
「
之
」
上
代
名
編
劫
を
与
え
る
の
は
、
丹
理
数
た
た

行
れ
唯
て
い
に
剖
鼓
舞
と
知
ら
れ
代
る
文
末
の
「
乏
し
に
こ
代

名
詞
訓
を
与
え
る
の
旧
軍
仏
象
に
多
く
行
わ
れ
五
品
豊
証
法
で

あ
り
、
そ
の
意
味
で
l

d
、
仏
家
色
の
訓
遺
、
で
あ
る
と
ま
え
式

六
一
一
〆



、
フ
0

8

、

着

「
為
」
　
に
腐
、
寒
々
の
用
茜
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
唱
、
語

句
引
用
の
　
「
番
」
　
と
、
「
ヒ
ト
L
を
示
す
用
法
と
に
つ
い
て

考
凛
写
る
了
儲
旬
引
用
の
「
慈
L
 
l
さ
書
換
部
藤
本
に
、

。
乱
丁
軸
は
萄
〕
・
転
梅
島
「
チ
与
　
（
巻
二
・
桝
）

ヱ
嫡
源
諭
苧
凧
職
域
〔
萄
山
国
風
気
免
［
空
木
［
也
山
。

（
遇
互
∴
聖

O
T
現
時
［
薗
「
二
言

心
労
・
四
．
良
二
葵
芳

志
学
二
言

「
∴
∴
「

二
軍
碧

口
藷
土
曜
も

こ
い
・

（
巻
＋
三
・

12）

な
ど
、
「
ト
イ
7
ハ
［
薦
こ
　
し
と
訓
じ
た
も
の
が
主
で
．
あ
る

が
、

。
彗
霊
。
極
l
肇
⊥
肇
陛
轟
義
抒
凰
・
肇
監
ニ

瘡
笥
餐

0
堵
上
島
9
・

（
巻
一
・
瑚
）

敢
音
艶
ざ
・
雲
海
ギ
（
巻
ニ

の

席

）
。
相
も
十
粗
㍉
賢
曲
主
剤
這
去
仰
望
二
巻
三

、、．が

仰
）

「
テ
ヘ
り
」
と
訓
じ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
「
テ
ヘ
リ
」

訓
周
∵
和
化
譲
女
特
有
の
劫
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の

六
均

虔
〓

で
あ
る
。
書
学
部
数
医
直
方
の
「
一
テ
入
り
」
．
潮
璧
　
い
ず
れ

も
墨
仮
名
潮
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、
L
朱
筆
の
仮
名
が
貰

訓
を
示
し
て
い
る
。
朱
仮
名
訓
は
、
前
二
例
で
l
ユ
「
都
プ
リ
」

の
剖
貫
こ
う
え
、
．
昇
り
の
一
例
で
肩
、
「
．
下
卑
ハ
［
巷
「
」
と

訓
じ
て
い
る
。
朱
仮
名
這
、
丹
準
軍
の
点
で
、
再
挙
象
の
朝

議
噴
、
こ
の
「
老
」
　
に
．
「
テ
ヘ
リ
」
剖
亨
の
て
ず
、
別
の
剖

夷
こ
の
て
て
い
る
こ
と
が
知
ら
斬
る
。
ハ
　
ち
な
晶
に
、
書
曝
部
巌

本
巻
「
淵
に
該
当
す
る
仁
和
号
数
本
は
、

。
長
篠
崖
凝
乾
病
ク
應
麺
帝
塾
で
風
率
渾
版
串
革
湯
奉

へ

喜

一

・

2

0

オ

1

）

　

V

と
し
て
お
り
、
い
か
に
加
じ
ら
れ
た
か
周
不
鯛
で
あ
る
。
仁

和
音
蔽
医
心
方
五
帖
に
「
テ
ヘ
リ
」
．
割
の
碓
例
が
．
箪
く
、
書

庫
部
鹿
本
に
局
、
竜
陵
知
恵
泰
阜
噴
、
．
▼
「
テ
ヘ
リ
し
訓
に
対

し
て
、
未
の
別
軸
が
存
在
す
る
二
と
を
考
え
れ
ば
、
「
テ
入

り
」
訓
墜
　
丹
頂
象
の
調
速
で
由
甘
い
と
考
え
ら
れ
る
。

「
者
」
　
に
は
∵
　
右
の
鞘
送
の
他
、
種
々
の
闘
志
が
あ
る
が
、

「
ヒ
ト
」
を
京
す
同
誌
拉
つ
い
て
、
そ
の
訓
読
を
考
察
す
る
。

書
後
部
東
本
に
は
、
「
ヒ
ト
」
を
来
す
「
老
」
　
に
、
普
通
に

は
「
モ
ノ
」
の
訓
を
与
え
て
い
る
。

品
虜
虚
報
和
寒
弘
男
専
　
（
各
ハ
∴
誓

こ
の
よ
う
に
、
「
モ
ノ
」
訓
を
与
え
る
め
ふ
㍗
二
眼
で
あ
る
が
、

中
に
、
「
ヒ
ト
L
と
訓
じ
E
を
の
む
．
見
出
せ
る
。



0
義
輝
響
竿
札
・
覿
蟻
撃
如
㌧
曝
％
玩
漁
吻
・
竺

井
、
馬
泥
．
及
．
．
戦
跡
葦
之
：
　
（
巻
＋
八
・
空

0
着
、
驚
き
不
レ
祭
義
撃
但
・
可
レ
常
三
朝
勤
蘭
島
。
（
巻

－
ヽ

十
パ
・
糾
）

こ
れ
ら
の
「
ヒ
ト
」
剖
l
d
、
例
外
由
付
加
で
あ
り
、
多
く
は

「
モ
／
L
と
．
訓
じ
ら
れ
て
い
る
。

の
埠
、0

捧
毎
食
未
明
書
が

丸
敬
子
和
好
教

報

［
以
］
洗
戟
［
之
・
券
二
二
．
讐

卵
鰯
・
恕

了
タ
、
p
C
さ

ミと
ダ
ふ
〒
ノ
打

凸
「
、
及

「
及
L
周
、
古
く
は
不
能
で
あ
っ
　
た
も
の
が
、
「
オ
ヨ
ビ
」

遽
ほ

の
剖
を
に
敬
う
式
う
に
な
っ
た
メ
レ
の
で
あ
る
。
書
降
都
政
本

こ
†
q
、0

和
賀
・
汁
や
聖
睾
軋
ヨ
［
之
二
　
（
巻
十
二
・
銅
こ

サ
シ
　
　
　
ー
1
日
「

0
忌
刺
∵
∵
及

l
一

手
鞠
囁
当
（
巷
十
六
・
刊
）

な
ど
の
よ
う
に
、
「
オ
ヨ
ビ
」
の
朝
が
付
さ
れ
て
l

、
る
。
仁

和
寺
藤
本
に
も

。
札
・
金
腎
東
軍
頚
喝
票
五
品
・
式
軍
票
・
金
牙
散
・

大
海
膏
篭
。
（
巷
「
学
フ
后
）

の
よ
う
に
、
「
オ
ヨ
ビ
」
と
翻
し
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
オ

ヨ
ビ
し
軸
と
唱
別
に
、
帝
の
訓
を
付
さ
れ
に
も
の
が
め
る
。

9
号
‥
嘲
空
耳
・
賢
主
義
軋
堅
升
三
食
隼
二
晩
。

（
巻
十
三
制
）

の
如
く
、
「
ナ
か
ラ
」
の
劫
を
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
〓

。
恥
観
喝
巌
ぎ
義
盛
甥
鞄
粟
l
聾
顆
囁
二
番

六
・
囲
）

な
ど
と
付
訓
さ
れ
に
も
の
で
、
仁
和
尊
敬
本
に
も
、

。
官
両
方
云
壷
方
陣
・
筑
大
草
担
簿
碍
帝
人
筆
判
呈

旺
．

［
看
「
潜
l
魂
・
空
中
監
c
　
（
巻
「
・
頭
8
ウ
三

〇
右
三
吻
合
施
拓
凰
雇
［
之
〕
て
瑚
鰯
・
F
T
覿
顛
撫
誘
　
（
登

〓
．

七

・

B

ウ

4

．

）

な
ど
首
見
出
す
ご
と
が
で
き
る
。

書
壕
部
薗
本
ド
お
い
て
は
、
こ
の
∵
「
ナ
ガ
ラ
」
割
が
束
隼

の
訓
で
あ
っ
た
り
．
墨
隼
の
潮
に
対
す
る
異
副
え
禾
し
持
場

会
に
邑
ら
巾
、
達
目
さ
れ
る
。

ハ
U
、
臨
月

1
－
．
．
⊥
百

「
諏
」
誓
副
詞
礁
l

。
「
．
オ
モ
ハ
ク
」
・
「
オ
モ
へ
ラ
ア
」

と
軸
じ
、
下
l

こ
「
ト
オ
モ
フ
」
・
「
卜
L
を
寵
添
え
る
か
、

耳
l
J
、
再
読
と
さ
＝
れ
る
の
が
、
漢
籍
龍
の
寄
敬
で
あ
る
こ
」
さ

机
る
も
の

才
習
到
ヨ
列

。
譜
∵

。
・
辟
富

貞
椅で

・
書
換
朝
敵
本
に
こ
周
、

苛
斉
（
巻
「
聖

二
夕
香
碑
欝
肇
料
針
（
巻
八
・
讐六

五



書
聖
鮎
も
㌔
印
∴
劫
l
渦
軍
曹
得
l
寅
タ
D
　
（
巻
＋
九
・

才
王
へ
ー

招
）

の
よ
う
に
・
女
末
に
「
「
」
を
添
え
た
・
リ
、
再
草
L
に
リ
し

て
い
る
。
．
こ
の
よ
う
な
例
の
他
に
、

？
子
息
急
顎
熟
年
　
之
「
糞
ヤ
［
誓
二
（
拳
十
讐

諮
）

と

0
両

世
県
瑚
誹
二
戦
勲
定
年
侵
転
。
．
（
巻
二
十
モ
西
）

な
ど
、
軽
枢
草
欠
い
た
ヒ
男
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の

他
に
、。

馬
車
票
芸
毎
蜃
撃
㌣
弼
て
嘩
軋
射
撃
更
鴫
。
暮

十
九
・
払
）

。
扉
感
磁
漆
　
風
二
手
「
聖

才
モ
Z
果
〇

の
よ
う
に
．
、
下
か
ら
垣
フ
て
「
オ
モ
フ
L
と
剖
じ
ら
れ
る
も

の
も
あ
る
。
こ
の
下
か
ら
一
畢
つ
て
由
じ
ら
れ
る
訓
法
甲
、
仏
．

、
荻
に
多
／
＼
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
ま
わ
れ
て
い
る
。
こ

こ
に
も
、
仏
象
色
の
割
譲
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

日
、
云
∴
▼
　
白

書
隆
都
敢
本
を
呆
れ
に
す
に
、
「
云
」
・
「
目
し
尊
の
、
写

左
、
「
イ
バ
ク
」
と
封
じ
．
、
そ
の
時
藤
の
、
率
を
繍
読
し
な
い

の
が
普
通
勃
よ
う
で
あ
る
。
中
に
こ
団

0
小
品
考
苧
蟹
缶
∵
貰
気
肇
誉
∴
鯉
敬
T
Z
〕
中
∵

“
ヽ

未
六

〔
削
〕
血
気
締
酌
置
行
報
観
［
則
」
覿
†
彦
毎
（
巻

十
五
二
讐

。
奄
誓
婁
・
畢
・
㌢
㌔
・
而
・
皆
友
形
呵
「
　
幸
も

・
畢
生
声
。

て

敬
壷
巽
亘
〔
也
二
　
（
旛
二
「
丁
子
瑠
瑚
）

の
韻
う
に
、
「
ト
イ
7
」
互
用
い
て
呼
、
声
十
し
亡
て
い
る
二
と

も
句
る
が
、
端
で
誘
リ
∵
多
ン
二
聖

ヱ
争
議
奉
可
・
帝
中
止
南
∴
某
餞
私
事
凰
暴
印
差
。

（
巻
上
・
湘
）

○
廃
も
聖
楽
・
耳
無
勢
発
揮
争
奪
　
へ
養
二
十
六
・

朗
）

の
如
く
読
添
え
を
欠
い
て
い
る
。
息
巻
と
も
に
！
下
意
等
の

引
再
に
眉
、

。
病
凍
翰
李
彿
気
壷
蒜
し
足
小
隊
磯
部
へ
亀
－
∵

二
番
」
∵
鵜
し

の
よ
う
に
呼
応
そ
欠
く
の
が
書
落
で
あ
る
。
こ
の
呼
応
を
好

日
に
剖
法
は
、
．
先
の
「
璃
1
ト
・
・
」
と
し
て
呼
応
芝
欠
い
た
も

の
こ
壷
ず
る
と
考
、
そ
り
れ
る
。
こ
の
時
、
硬
を
欠
い
た
瑚
法
は
．

吋
、
種
の
あ
る
劃
法
に
比
赦
し
て
、
新
し
い
割
譲
で
あ
る
と
ま

、
つ
こ
と
が
で
き
る
・
。

浮
、
彿
是
尊

書
陵
部
慮
本
に
は
二
　
わ
寸
か
甘
が
ら
、
「
都
是
等
」
の
叫



が
ら
る

、
r
l
り
‘
’

上

咄
声
力
・
主
節
色
脾
ふ
鍬
台
竜
・
鳴
志
し
丸
物

～
．
1
書

。
蟄
中
頭
音
色
∵
守
音
立
婦
や
靭
・
料
料
∵
島

－
－報

畷
手
頃
㍗
心
学
劉
割
・
警
告
鼠
「
空
。
怠

毒
）

三
・
期
）

。
轟
恵
諭
チ
酵
隼
各
軍
ス
立
薄
遇
女
・
率
年
水
萄
・

夏
軋
産
㌔
欝
軒
祭
菊
富
・
軍
学
蜃
渾
杏
矧
叫

．

プ

　

　

　

　

y

　

室

t

琵

0
鴫
欄
纏
綿
㌢
（
撃
軸
鮮
き
覿
草

へ
為
十
二
・
．
j
j
）

右
の
和
ぎ
で
・
「
轡
畢
新
し
と
訓
じ
・
り
れ
た
し
の
と
終
わ

れ
る
も
　
「
如
是
等
」
∴
は
、
仏
書
の
輝
辞
で
濁
る
こ
去
わ
れ
為

も
の
で
み
リ
、
仏
書
に
あ
っ
て
l
苧
　
「
画
聖
率
」
と
剖
じ

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
事
硬
蔀
蔵
本
で
は
、
「
軸
足
等
」
　
と

訓
じ
て
、
仏
書
の
到
達
に
合
う
。

三
、
穂
び

昔
時
恕
蔵
匿
此
方
に
象
ら
れ
る
勧
学
の
軸
－
－
1
遠
を
中
l
ヒ
と
し

て
香
奈
を
進
の
て
束
に
の
で
あ
る
が
、
巷
飯
事
蔵
本
－
ト
お
け

る
そ
の
鋤
速
成
、
ソ
T
の
多
く
が
′
仁
和
寺
藤
本
に
篠
路
さ
．
れ
る

も
の
で
あ
る
。
、
）
め
意
味
で
噂
、
以
Å
尭
基
準
有
こ
型
ナ
て
き
た

轟
事
象
は
、
医
家
・
丹
波
家
の
潮
境
遠
と
し
て
花
壇
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
剖
法
は
、
基
本
的
に
、
漢
籍
希
の

特
徴
的
触
法
を
有
し
な
が
ら
も
、
そ
の
中
に
・
新
瑚
法
、
仏

、
匠
色
の
訓
津
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
書
換
軸
蔵
本
l
こ
お
け
る

一
次
点
の
加
点
着
が
、
藤
原
．
行
盛
と
い
う
藤
原
内
密
・
充
の
白

弊
衣
の
入
物
で
あ
り
、
そ
の
訓
壊
ヒ
ニ
次
点
の
剖
速
へ
仁
和

青
垣
本
の
別
送
）
と
が
一
致
す
る
も
の
が
、
か
な
り
多
く
恵

の
ら
れ
た
。
し
か
も
、
一
周
嶺
の
訓
読
は
、
基
本
的
に
園
．
相

通
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
，
と
が
恕
錬
ら
れ
る
。
曝
康
行
盟
は
、

医
心
音
の
訓
読
l

こ
亘
い
て
、
日
野
豪
の
軸
鹿
の
特
徴
を
蒸
し

て
い
る
∵
自
料
妄
警
聖
二
学
者
の
寂
と
し
て
の
華
Ⅱ
が
、
大
江

毅
や
菅
原
巌
よ
り
も
遅
く
、
新
し
い
訓
活
、
仏
寒
色
の
剖
葱

を
有
す
る
毅
確
で
あ
る
。
丹
波
象
も
、
十
世
紀
中
ご
ろ
に
こ
成

立
し
ー
ド
後
出
の
・
奴
ア
二
の
り
、
そ
の
朝
議
は
、
新
し
い
訓
蓬
、

中
家
色
の
剖
訓
読
を
有
し
て
い
る
。
甘
態
の
剖
通
巻
保
ち
な
が

ら
、
新
し
い
商
法
、
仏
象
色
の
剖
葛
巻
そ
の
中
に
も
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
日
野
を
等
と
同
様
ド
、
後
出
の
毅
で
あ
る
鞍

の
訓
凍
ア
二
の
る
と
轟
え
ら
出
よ
う
。

［
護
］

ご
撞
1
）
　
昭
和
十
年
刊
行
力
電
製
本
に
よ
っ
　
た
。

六
七



〔
琵
2
）
　
防
和
ヰ
二
年
刊
行
の
壕
製
本
に
よ
っ
た
。

（
津
3
）
心
林
芳
璽
票
二
懸
軍
慧
蒜
車
聖
賢
貫

的
碗
覚
」

小
林
芳
濁
博
士
．
「
博
士
麗
義
の
東
森
　
ト
キ

ン
パ
五
一
割
と
し
て
　
」
　
（
豊
尊
書
藩
と
女

芸
　
魂
三
番
三
月
号
　
昭
璽
二
十
六
耳
三
日
）

（
ま
き
小
林
芳
理
博
士
「
恕
譜
凍
寒
訓
読
の
甲
慈
覚

的
荷
電
」

へ
達
与
）
連
年
論
女

（
羞
G
）
津
4
論
立

か
術
芳
恩
博
士
「
凄
吏
勧
請
軍
上
の
十
問
題

－
再
瀧
害
切
祓
空
に
つ
い
て
ト
」
（
国
薔
学

務
十
六
喝
　
昭
和
二
十
九
年
三
月
）

へ
草
7
）
注
ら
諭
女

（
注
8
）
声
ヰ
諭
女

（
草
午
）
か
林
審
理
望
十
芸
叉
．
の
慧
l
布
き
の

み
も
発
車
考
」
1
（
文
学
論
華
．
八
号
㍉
8
6
凍

三
十
二
年
十
百
月
）

へ
蓮
1
0
）
連
4
輪
女

小
林
芳
塊
博
士
「
撮
藁
の
助
、
写
『
之
車
の
知

能
イ
徳
豆
、
博
士
象
串
と
仏
叡
点
と
の
、
剥
会

け
I
L
（
女
挙
翰
藻
　
二
十
三
号
　
路
聖
二

六
八

＋
貝
）

（
注
目
）
　
連
年
愉
女

へ
珪
1
2
）
声
4
翰
丈

小
林
苦
慮
博
士
「
勺
及
』
亨
の
剖
読
」
　
（
里
尊

言
静
と
女
去
　
第
一
番
五
月
号
　
紹
和
三
十

四
年
四
月
）

（
達
1
3
）
達
4
裔
女

［
灯
台
］

本
音
粗
の
鞠
畳
に
当
っ
て
は
∵
宮
璃
弄
書
商
都
の
承
本

不
美
男
博
士
を
畢
じ
釣
と
し
て
、
華
当
局
あ
方
々
の
簡

厚
情
を
賂
っ
に
。
叉
∵
小
塙
軍
成
す
に
当
り
、
小
林
芳

畢
先
生
の
御
薗
尊
を
貴
い
．
た
4
叙
し
て
把
か
ら
．
⑯
卸
竜

巻
衷
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
由
和
幸
十
三
年
十
二
月
十
九
日
）




